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研究成果の概要（和文）： 

ドメスティケーションに関する総合的学際フィールドワークをアジアインド洋圏で実行した。

当該地域でのヒトと家畜の多面的関係の研究に基づいて、新しいドメスティケーションモデル

を構築した。また、同地域に、新しい博物館を主体とした資料収集型調査研究理念を提示する

ことができた。 

 

研究成果の概要（英文）： 
The multidisciplinary fled works about the domestication were carried out in the Asia 
and Indian Ocean Regions. The new domestication model was established based on the studies 
of multi human-livestock relationships in this Region. The new concept of the museum 
curatorial works was also proposed in these countries. 
 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2010 年度 5,400,000 1,620,000 7,020,000 

2011 年度 4,400,000 1,320,000 5,720,000 

2012 年度 4,400,000 1,320,000 5,720,000 

年度    

  年度    

総 計 14,200,000 4,260,000 18,460,000 

 
研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：文化財科学・文化財科学 

キーワード：家畜化・学融合・アジア・インド洋・狩猟・ニワトリ・民族・博物館 

 
１．研究開始当初の背景 
文化財・農学関連標本の収蔵体制が充実しな
いことと並行して、家畜化の議論が進捗して
いない。多起原的家畜化基地であったアジ
ア・インド洋圏の現地調査と資料収蔵体制を
高度化し、家畜化概念を刷新しつつ、新しい
多起原的家畜化モデルを確立することが必
須の課題として浮かび上がっている。 
２．研究の目的 
アジア・インド洋圏を基盤とした家畜多起原
論に基づく現地調査体制の基盤整備・高度化
を進める。本研究の目的は、多起原的家畜化

が総合的に検出される調査フィールドに赴
き、家畜化に関連する飼育や品種分化、狩猟
誌資料を収集する。多起原的家畜化において、
社会や文化や個人が家畜集団をどう認識し、
それにどう働きかけたかという、人間による
家畜の認識と家畜への働きかけの実態を解
明し、新しい家畜化モデルとして提示するこ
とが主眼である。生物学的繁殖統制のみを家
畜化と呼ぶ一義的紋切り型の家畜化イメー
ジを乗り越え、地理的位置、自然環境、時代、
民族、言語、風習、伝統、民俗などの微妙な
相違のうえに、多数の社会が多様性をもった
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家畜化を成し遂げた過程を、あくまでも人間
による動物集団の認識と動物集団との動機
ある関係付けのなかでとらえることを目標
として、調査・解析・資料収集を進める。形
態学的比較、ゲノム解析、考古資料の調査、
文化人類学的検討、生態人類学的調査、農村
社会の総合的理解などを集約し、新しい家畜
化理論を構築することが目的である。 
３．研究の方法 
タイ、ラオス、ベトナム、マレーシア、中国、
インド、スリランカ、トルコなど、アジア・
インド洋圏を想定して、現地調査と文化財・
農学的資料収蔵体制の高度化を図る。これら
各国は、それぞれが多起原的家畜化の影響を
受けながら、人間社会と家畜の関係が変遷し
てきた地域であり、学融合的資料調査を多角
的な視点で進めることが肝要である。また、
いまだ経済状態のよくない調査対象国ゆえ、
国際水準での標本・資料管理の高度化に労力
を投じる。貴重なマテリアルエビデンスの安
定化を、保存科学的手技とキュレーティング
理念の移入によって調査対象国現地で進め、
また、研究が先行している対象国に関しては、
標本・資料の収蔵とデジタル情報管理につい
ての技術移入に力を入れる。家畜化関連集団
としてウシおよびスイギュウ、ブタ・イノシ
シ、ヤギ、ヒツジ、ガゼル類、セキショクヤ
ケイ・ニワトリを考慮し、家畜・家禽の育種・
飼養の実態を調査する。調査した成果から遡
って、家畜化の初期モデルを考案する。その
際には、狩猟誌的総合調査を並行し、狩猟と
消費の構図から、家畜化の理論的モデルの構
築を開始する、現地調査は多岐にわたり、旧
来の生物学的・遺伝育種学的検討はもちろん
のこと、行動生態学フィールドワーク、生態
人類学的調査、農村社会学的アプローチ、農
業経済学、動物考古学、言語学などの諸分野
を集約して、家畜化モデルの総合的構築を行
う。また得られた形態学的資料の三次元デー
タ化や動画資料の整備など、資料収集とその
保管に関する、革新的な高度化を実行に移す。 
４．研究成果 
アジア・インド洋圏で現地調査を進めつつ、
遺伝学的資料の収集・保管・解析を推進した。
生物学的アプローチとしては、三次元マクロ
形態情報を占有する家畜原種や在来家畜集
団の骨格や歯牙、筋肉などの詳細な形態情報
や核型の顕微鏡写真情報を集積、それぞれに
極力定量的客観的分析を加えた。当該地域で
は、資料収蔵継承システムの強化と博物館の
収蔵公開体制の整備が重要であり、タイ、ラ
オスやベトナム、バングラデシュなどの調査
フィールドに赴き、家畜・家禽の飼育や品種
分化、狩猟誌の資料を収集・検討した。ラオ
スではとくに関連するセキショクヤケイや
当該地域の在来鶏の入手・標本化と検討を進
め、とりわけ運動器の機能形態学に大きな進

展が見られた。バングラデシュやスリランカ
では農村地域の隣接野生集団としてのイノ
シシの検討を進め、ベトナムでは家禽を飼育
する現地集落を回り、家畜家禽の飼育と消費
の研究を遂行した。華南、ベトナム、ラオス
のニワトリ・セキショクヤケイ、在来鶏集団
の遺伝学的人文科学的および生物学的背景
は複雑で、今後も大切な研究課題となる可能
性を示した。また、日本国内においては、貴
重な在来馬、在来牛の機能形態学的変異を追
った。文化面からは、生物学的繁殖統制のみ
を家畜化と呼ぶ一義的な家畜化イメージを
乗り越え、地理的位置、自然環境、時代、民
族、言語、風習、伝統、民俗などに着目して、
調査を進めた。沖縄では、滅んだ沖縄競馬の
資料調査も進めることができた。また、バン
グラデシュ、スリランカ、トルコなどで収集
したデータの解析を推進し、狩猟誌的検討と
して猟具や狩猟方法の資料に基づく調査を
行った。文化人類学的・民俗学的聞き取り調
査を継続し、きめ細かい人的交流・人的成熟
を通じた、調査対象国の研究力量の高度化に
成功しつつある。全体を俯瞰すると、文化財
科学の視点に立った標本資料の安定化施策
を関係国に定着させることを本質的な目標
としながら、研究を推進することができた。 
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